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でんさいネットの操作に関するお問い合わせ 

操作方法につきましては下記までお気軽にお問い合わせ下さい。 

 

＜京信ＦＢサポートセンター＞ 

 電話番号：０７５－２５２－８１３３ 

 受付時間：平日 ９：００～１７：００ 

※ 土・日・祝休日はご利用いただけません。 

※ 上記に係らず、１２月３１日、１月１日～３日、５月３日～５日はご利用いただけません。 
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はじめに 

■電子記録債権 

「電子記録債権」は、手形・振込に代わる新しい決済手段です。 

また、中小企業の資金調達の円滑化を図ることが期待されています。 

 

電子記録債権制度は、2008 年 12 月に中小企業など事業者の資金調達の円滑化を目的として創設された

制度です。下記のような課題を解決する新たな決済手段として期待されています。 

・ 手形の事務手続や印紙税、保管・搬送等の負荷軽減 

・ 支払い手段の一本化による資金の効率化 

・ 売掛債権の有効活用 

 

 「でんさいネット」とは 

・ 全国銀行協会が設立した電子債権記録機関が、（株）全銀電子債権ネットワークです。 

・ （株）全銀電子債権ネットワークの通称を「でんさいネット」、同社が取り扱う 

電子記録債権を「でんさい」と呼びます。 

・ 「でんさいネット」は、利用者がインターネットなどから窓口金融機関システムを通じて 

取り扱う「でんさい」を記録・管理します。 

・ 「でんさいネット」には、信用金庫をはじめ、全国の金融機関が参加します。 

 

※当金庫のお客様は、「京信ビジネスバンキング」を通じて「でんさい」をご利用いただけます。 

 

・ 記載されている内容は 2023 年 1 月現在のものです。 

・ 本書に記載された内容は、改良のために予告なく変更されることがあります。 

・ 実際にシステムを動作させて表示される画面は、お使いのＯＳやブラウザの設定により、本書に記載

された内容と異なる場合があります。 

・ Windows、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における

登録商標です。 

・ その他、記載されている会社名および製品名は、各社の登録商標または商標です。 

・ 本文中では、商標表示（ＴＭ，Ｒ）を付記しておりません。 
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１．ご利用いただける環境 

● 本サービスでは暗号化通信を行うため、ご利用になっているブラウザ（インターネット閲覧ソフ

ト）・ＯＳがＳＳＬ（Secure Sockets Layer）をサポートしている必要があります。 

 

 

 

● 本サービスのご利用は、契約者ご本人が占有、管理するパソコンを必ずご利用ください。 

● 特に、インターネットカフェ等、不特定多数の人が利用する端末では第三者が不正な装置を取り

付けている可能性がありますので、ご利用にならないでください。 

 

 

２．サービス利用時間について 

 

取扱区分 利用時間帯 

取扱日 
平日（月～金）９時～１７時 

（当日扱いの記録請求は 15 時までとなっています） 

非取扱日 休日（土・日・祝） 

※ 利用時間外にユーザがログインした場合、または既にログイン中のユーザが、利用時間外になっ

てから操作した場合、利用時間外の旨のエラーを表示し取引はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用になれるブラウザ（インターネット閲覧ソフト）・ＯＳにつきましては、最新の推奨環境を 

当金庫ホームページ（https://www.kyoto-shinkin.co.jp/b-bank）にてご確認ください。 

 

 

 

平日（月～金） 

休日（土・日・祝） 

利用時間外  当日付・予約取引  予約請求のみ 利用時間外 

利用時間外 

２３時 ９時 １５時 １７時 ２３時 

当日付の請求は行えません。 

先日付の請求は行えます。 

 

非取扱日は終日ご利用になれません。 

 

https://www.kyoto-shinkin.co.jp/b-bank
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３．初回設定とは 

京信でんさいサービスを初めて利用される場合は、初回設定を行っていただきます。 

初回設定マニュアルは当金庫ホームページ➡でんさいサービス➡操作マニュアル内に記載しています。 

● 承認パスワード設定 

マスターユーザに承認パスワードを設定します。 

● 業務権限付与 

本システムは、いくつかの業務に分かれています。業務ごとに、取引権限を設定することができます。 

 

 

■本システムのユーザ 

本システムを利用できるユーザには、「マスターユーザ」と「一般ユーザ」の２種類があります。 

● マスターユーザ 

 

自分自身を含め、本システムを利用する全てのユーザを管理できるユーザです。 

 

 

● 一般ユーザ 

 

マスターユーザによって管理されるユーザです。 

マスターユーザによって、取引権限が設定されます。 

 

■一般ユーザ登録の流れ 

本システムを複数名で利用する場合は、一般ユーザを作成する必要があります。まず、ビジネスバンキ

ングで「マスターユーザ」が「一般ユーザ」（サービス連携の電子記録債権の権限付与）の登録を行い、

でんさいシステムで、最新化、業務権限付与を行ってください。その上で、「一般ユーザ」は電子証明

書を取得後に、でんさいシステムの承認パスワードを設定してください。 

※ 本システムを１名で利用する場合は、一般ユーザを登録する必要はありません。 

 
  

ビジネス 

バンキング 

  

本システム 

  

 

 

 
 

一般ユーザ マスターユーザ  
 

 
 

一般ユーザの登録 
 

新規登録 
※サービス連携（でんさい） 電子証明書取得 

 
ユーザ更新 

業務権限付与 
 

承認パスワード設定 
（承認権限を保有する場合） 
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４．サービス概要 

 ◆債権情報照会（開示） 

取引名 内容 

債権情報照会 
・発生および保有している債権の記録事項・提供情報の照会（開示）をします。 
・一括予約照会（非同期）の請求結果ファイル（CSV 形式／共通フォーマット

形式）をダウンロードします。 

 

 ◆記録請求 

取引名 内容 

債権発生請求（債務者請求） 

・債務者として債権の発生記録請求（発生予約）を行います。 
・債務者として予約中の発生記録請求の取消を行います。 
・債権者として受領した債権の取消を行います。（発生日を含む 5 営業日以内）

または、予約中の発生記録請求の取消を行います。 

債権発生請求（債権者請求） 
・債権者として債権の発生記録請求（発生予約）を行います。（相手方からの承

諾回答が必要） 
・債権者として予約中の発生記録請求の取消を行います。 

債権譲渡請求 

・保有する債権の譲渡記録・分割記録を行います。 
・譲渡人として予約中の譲渡記録・分割記録の取消を行います。 
・譲受人として譲り受けた債権の取消を行います。（譲渡日を含む 5 営業日 

以内）または、予約中の譲渡記録・分割記録の取消を行います。 
・分割記録は譲渡記録と一体として取り扱うことができ、分割記録単独での 

請求は行えません。 
・債権譲渡請求には原則として、保証（保証記録）がつきます。 

債権一括請求 

・一括して記録請求を行うためのファイルを登録します。（一括請求が可能な 
記録は、発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録・分割
記録） 

・登録したファイルの請求結果を照会します。 

 

 ◆その他の請求 

取引名 内容 

変更記録 
・債権の削除または記録内容の変更を行います。（相手方からの承諾回答が 

必要） 

保証記録 
・債権者として債権に対する保証記録を依頼します。（相手方からの承諾 

回答が必要） 

支払等記録 

・口座間送金決済以外で利用者間の決済を行った場合に、支払等記録を行い 
ます。 

・支払等記録請求には、支払を行ったことによる記録請求と、支払を受けた 
ことによる記録請求があります。（支払を行ったことによる記録請求の場合、
相手方からの承諾回答が必要） 

 

 ◆管理業務 

取引名 内容 

取引履歴照会 ・過去の取引を照会します。 

操作履歴照会 
・操作履歴を照会します。 

・操作履歴ファイル（CSV 形式）をダウンロードします。 

指定許可管理  ・取引を許可する取引先制限について登録／変更／解除を行います。 

取引先管理 ・取引先の登録／変更／削除／照会を行います。 

利用者情報照会 ・利用者情報を照会します。 

ユーザ情報管理 
・ユーザ情報の変更／更新／照会／承認パスワード変更／登録・解除、及び、
メールアドレス変更を行います。 
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5．取引の流れ 

電子記録債権取引の流れには、①承認対象業務、②承認不要業務と、③承諾対象業務の３種類があります。 

① 承認対象業務とは、請求側の担当者による仮登録と、請求側の承認者による承認の２段階の確認を経

て実行する業務のことです。 

② 承認不要業務とは、担当者／承認者の区別がなく、ユーザ単独で実行できる業務のことです。 

③ 承諾対象業務とは、承認対象業務において承認を経た後、被請求側の担当者による承諾／否認の仮登

録と被請求側の承認者による承諾／否認の４段階の確認を経て実行する業務のことです。 

 

①承認対象業務の流れ 

手順としては請求側の担当者が仮登録を行い、その後、請求側の承認者が仮登録内容の承認を行います。 

記録請求・その他の請求・管理業務（指定許可管理）が承認対象業務に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②承認不要業務の流れ 

手順としては、ユーザが単独で行います。 

債権情報照会（開示）・管理業務（取引履歴照会、操作履歴照会、取引先管理、利用者情報照会、ユー

ザ情報管理）が承認不要業務に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求側の担当者は、仮登録情報の入力 

を行います。 

仮登録の完了では、請求の完了とはな

りません。請求側の承認者の承認が完

了した時点で、請求の完了となります。 

請求側の担当者は、仮登録完了結果を

印刷し、請求側の承認者に承認依頼を

行います。 

 
仮登録の承認依頼を請求側の承認者へ

自動でメール通知します。 

・請求側の承認者は、請求側の担当者が 

仮登録した情報を確認し、承認または

差戻しを行います。 

・請求側の承認者が差戻しを行った場

合、請求側の担当者が仮登録情報の修

正または、削除を行います。 

取引先管理とユーザ情報管理は、ユー

ザ単独の操作で行うことができます。 

照会業務は、ユーザ単独の操作で行うこ

とができます。 

仮登録の完了 

仮登録情報の入力 

仮登録情報の確認 

仮登録の削除 

仮登録情報の修正 

仮登録情報の確認 

承認 

完了 

 

差戻し 

請
求
側
の
承
認
者
の
操
作 

請
求
側
の
担
当
者
の
操
作 

登録情報の入力 

照会 

登録情報の確認 

ユ
ー
ザ
の
操
作 

完了 
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③承諾対象業務の流れ 

手順としては承認対象業務の承認を経た後、被請求側の担当者が仮登録を行い、その後、被請求側の承

認者が仮登録内容の承認を行います。 

債権発生請求（債権者請求）・変更記録・保証記録・支払等記録（支払を行ったことによる記録請求）

が、承諾対象業務に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求側の承認者による承認後、承諾依

頼に対して承諾／否認仮登録情報の確

認を行います。 

 

承諾／否認仮登録の完了では、請求の

完了とはなりません。被請求側の承認者

の承諾／否認の承認が完了した時点

で、請求の完了となります。 

 

被請求側の担当者は、承諾／否認仮登

録完了結果を印刷し、被請求側の承認

者に承認依頼を行います。 

 

承諾／否認仮登録の承認依頼を被請求

側の承認者へ自動でメール通知します。 

 
・被請求側の承認者は、被請求側の担当

者が承諾／否認の仮登録をした情報を

確認し、承諾/否認の承認または差戻し

を行います。 

・被請求側の承認者が承諾／否認の差

戻しを行った場合、被請求側の担当者

が承諾／否認の仮登録情報の修正ま

たは、削除を行います。 

 

承諾／否認 

仮登録の完了 

承諾／否認 

仮登録情報の確認 

承諾／否認 

仮登録情報の修正 

承諾／否認の 

仮登録情報の確認 

承諾／否認の 

承認 

完了 

 

承諾／否認の 

差戻し 

被
請
求
側
の
担
当
者
の
操
作 

被
請
求
側
の
承
認
者
の
操
作 

承諾／否認 

仮登録情報の削除 
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6．「でんさい」による基本取引の概要 

■「でんさい」を発生させる場合の取引イメージ 

債務者となる企業は、ビジネスバンキングを通じて、でんさいネットに対して「でんさい」の発生（手

形でいう振出に相当）を請求することで、支払が行えます。「でんさい」の支払は、支払期日に口座間

での自動入金により行われます。 

            

 

 

 

 

 

 

 

■それぞれの企業でできること 

支払企業・納入企業は、ビジネスバンキングを通じて「でんさい」をでんさいネットに記録請求するこ

とで、取引を行います。 

X 社 

（債務者） 
支払企業 「でんさい」の発生記録を請求します。 

Y 社 

（債権者） 
納入企業 

受け取った「でんさい」の支払金額を支払期日に受

け取ります。 

 

でんさいネットに記録されると、本システムに通知が送られます。通知が届いたことを電子メールでお知

らせしますので、ビジネスバンキングにログインして「でんさい」の取引状況を確認してください。 

 

 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

X 社 
（債務者） 

窓口金融機関システム 

 
 

 
 

Y 社 
（債権者） 

①でんさいの
発生 

窓口金融機関 A 窓口金融機関 B 

期日に自動入金 

発生記録の請求 

②でんさいの
支払 

商取引 

①「でんさい」の発生 

X 社は債務者として、Y 社への「でんさい」を発生させます。 

②「でんさい」の支払 

支払期日になると、X 社の口座から支払金額が自動的に引き落とされ、Y 社の口座へ資金が自動

的に振り込まれます。 

 
 

 
 

支払期日に自動入金 
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■「でんさい」を譲渡する場合の取引イメージ 

窓口金融機関システム（当金庫はビジネスバンキング）を通じて、でんさいネットに対して「でんさい」

の債権者が「でんさい」の譲渡（手形でいう裏書譲渡に相当）を請求することでも、支払いが行えます。 

「でんさい」の支払は、支払期日に口座間での自動入金により行われます。 

 

「でんさい」を譲渡する場合は、その「でんさい」を保証していただく取扱いになります。すなわち、

債務者が支払えなかった場合には、「でんさい」を譲渡した譲渡人は債権者・譲受人に対して支払義務

を負うことになります。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

■それぞれの企業でできること 

納入企業は、ビジネスバンキングを通じて「でんさい」の譲渡をでんさいネットに記録請求をすること

で、取引を行います。 

Y 社 

（債権者・譲渡人） 
一次納入企業 

受け取った「でんさい」を別の企業に譲渡できます。 

（金額の一部だけを譲渡することもできます。） 

Z 社 

（債権者・譲受人） 
二次納入企業 

譲り受けた「でんさい」の支払金額を支払期日に受

け取ります。 

 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

Y 社 
（債権者・譲渡人） 

窓口金融機関システム 

Z 社 
（債権者・譲受人） 

①でんさいの
譲渡 

窓口金融機関 B 窓口金融機関 C 

債務者の口座から 
期日に自動入金 

譲渡記録の請求 

②でんさいの
支払 

商取引 

①「でんさい」の譲渡 

Y 社は債権者として持っている「でんさい」の全額または金額の一部を、必要に応じて別の企業

に譲り渡すことができます。 

ここでは、Y 社が「でんさい」の全額を Z 社に譲渡した場合を示しています。 

②「でんさい」の支払 

支払期日になると、債務者の口座から支払金額が自動的に引き落とされ、Z 社の口座へ資金が自

動的に振り込まれます。 

 
 

 
 

 
 

 
 

債務者の口座から 

支払期日に自動入金 
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7．「でんさい」の振出日、支払期日、譲渡日の説明 

「でんさい」で取扱う、振出日、支払期日、譲渡日の概要および指定可能範囲をご説明します。 

 

■振出日（電子記録年月日）とは 

「でんさい」の請求が「でんさいネット」に登録される日のことを「振出日」といいます（手形の「振

出」に相当します）。 

 

「でんさい」の発生記録請求を行う当日から、最長１カ月後の応当日までの間で設定できます。（翌日

以降の指定は予約扱いとなります）。 

 
振出日の設定条件 

・ 「でんさい」の発生記録請求時に、振出日を設定します。ただし、支払期日より最短３営業

日前の日付にする必要があります。 

・ 振出日には、非営業日を指定することもできます。 

・操作当日の１カ月後＝振出日（電子記録年月日）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年２月 
月 火 水 木 金 土 日 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28      

       

 

2023 年 1 月 
月 火 水 木 金 土 日 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 操作当日 
１ヵ月後 

（振出日） 
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■支払期日（電子記録年月日）とは 

「でんさい」の支払が行われる日であり、債務者にとっては出金日、債権者にとっては入金日のことを

「支払期日」といいます（「手形のサイト」に相当します）。 

 

支払期日は、最短で「振出日」を含めて３営業日目の翌日以降、最長で「振出日」から１０年後の応当

日までの間で設定できます。 

 
支払期日の設定条件 

・ 「でんさい」の発生記録請求時に、支払期日を設定します。 

・ 支払期日が非営業日の場合、翌営業日の支払となります。 

・操作当日＝振出日（電子記録年月日）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■譲渡日（電子記録年月日）とは 

「でんさい」の譲り渡しを行う日のことを「譲渡日」といいます（手形の「裏書」に相当します）。 

譲渡日は、「でんさい」の譲渡記録請求を行う当日から、最長で１カ月後の応当日までの間で設定でき

ます（翌日以降の指定は予約扱いとなります）。 

・操作当日＝譲渡日（電子記録年月日）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
譲渡日の設定条件 

・ 「でんさい」の譲渡記録請求時に、譲渡日を設定します。ただし、支払期日より最短３営業

日前の日付である必要があります。 

・ 譲渡日には、非営業日を指定することもできます。 

2023 年 1 月 
月 火 水 木 金 土 日 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 

20３3 年 1 月 
月 火 水 木 金 土 日 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

 

操作当日 

（振出日） 

３営業日の

翌日 

最短支払期日 

振出日の１０年後の

応当日 

最長支払期日 

支払期日が非営業日の 

場合、翌営業日の支払 

振出日の３営業日の 

翌日～１０年後 

2023 年 1 月 
月 火 水 木 金 土 日 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 

2023 年２月 
月 火 水 木 金 土 日 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28      

       

 

操作当日 

（譲渡日） 

譲渡日の最短 

譲渡日の１ヵ月後の

応当日 

 
譲渡日の最長 
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8．債務者の基本取引－「でんさい」を発生させる 

■債務者が行う取引 

債務者（支払企業）は、「でんさい」で支払を行う際に、本システムで「でんさい」の発生記録を請求

します。 

 

             

 

■債務者が行う事務の流れ 

 

 

●発生記録の請求 ●発生記録の    ●支払期日の 
  請求時          2 営業日前 

●支払期日 

 

 

（操作は不要です） 

発生記録を請求すると、電子メールにお知らせが届きます。ログインして通知情報を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①発生記録 

  の請求 

③発生記録 

  の通知 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

②発生記録の成立 

 
 

 
 

X 社（債務者） Y 社（債権者） 

当金庫 Y 社の取引先 
金融機関 

Step3 支払   Step2 通知確認 Step1 発生 

発生記録
請求の 
承認 

（承認者） 

発生記録
請求の 
仮登録 

（担当者） 

 
通知確認 

 
通知確認 

自動引落し 
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債務者は、「でんさい」の発生記録を請求します。 

発生記録の請求は、担当者が支払内容の仮登録を行い、さらに、承認者が仮登録を承認することで完了

します。 

 

■発生記録請求の仮登録 

仮登録は、担当者が行います。 

 

１．トップ画面で、［債権発生請求］タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「債権発生請求メニュー」画面で、［債務者請求］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「発生記録（債務者請求）メニュー」画面で、［登録］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債務者   Step3 支払   Step2 通知確認   Step1 発生 
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４．「発生記録（債務者）請求仮登録」画面で、支払内容〔決済口座情報、発生記録情報（債権金額、支

払期日、取引先）など〕を入力し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックします。 

 

【例】 

債務者であるでんさい利用企業Ｘ社が金額 1,000,000 円、支払期日 2022 年１２月 20 日、振出日

2022 年 11 月 10 日、譲渡制限「無」の「でんさい」発生記録を請求して、でんさい利用企業Ｙ社

への支払を行う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
振出日を当日にする場合 

・ 振出日を操作当日にする場合は、15 時までに承認を行ってください。 

 

取引に利用する決済口座を選択し
ます。 
本画面から直接入力することもでき
ます。 

発生させる「でんさい」の内容を入力します。 
 
● 債権金額（円）：支払金額を入力します。 

入力時にカンマ（,）は不要です。 
金額は 1 円以上 100 億円未満です。 

 
● 支払期日：支払を行う日付です。8 桁の西暦を入力

します。入力時にスラッシュ（/）は不要です。 
 
● 振出日（電子記録年月日）：8 桁の西暦を入力しま

す。当日または先日付を設定できます。 
先日付を入力した場合は予約請求となります。 
入力時にスラッシュ（/）は不要です。 

 
● 譲渡制限有無：受取企業（債権者）において本「で

んさい」の譲渡を認める場合は「無」をチェックしま
す。 
（「有」をチェックすると、金融機関以外への譲渡が
制限されます。） 

取引先の情報を入力します。 
 
●利用者番号（9 桁） 
●金融機関コード（4 桁） 
●支店コード（3 桁） 
●口座種別 
●口座番号（7 桁） 
●取引先登録名（全角 60 文字以内） 
 
※ 入力に必要な情報は、事前に取引先から入手して

おく必要があります。 
※ あらかじめ「取引先情報」を登録しておくと、取引先

選択をすることで入力を省略できます。 

2022/12/20 

2022/11/10 
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５．「発生記録（債務者）請求仮登録確認」画面で仮登録内容を確認します。 

「内容を確認しました」欄をチェックし、［仮登録の実行］ボタンをクリックします。 

※入力に間違いがある場合、［戻る］ボタンをクリックし、内容を修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「発生記録（債務者）請求仮登録完了」画面が表示されます。 

結果を印刷または保存する場合は、［印刷］ボタンをクリックします。 

※印刷、保存をしない場合は［トップへ戻る］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
まだ取引は完了していません 

・ 仮登録が完了すると承認者へ電子メールでお知らせが届きます。承認者は承認を行い、取引

を完了してください。 
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７．印刷する場合は［開く］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを印刷してください。 

保存する場合は［保存］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帳票例】発生記録（債務者）請求仮登録完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                 Ｒ０２Ｋ 17 

■発生記録請求の承認 

担当者が仮登録した請求内容を、承認者が承認します。承認することで、実際に債権が発生します。 

 承認者がすること 

・ 内容を確認し、正しい場合は請求の承認、間違いがある場合は請求の差戻しを行います。 

・ 承認する際、承認者の承認パスワードの入力が必要となります。 

・ 承認者は、承認時にエラーが発生した場合、請求を差戻す必要があります。 

 

１．トップ画面で「承認待ち取引件数」を確認し、［承認待ち一覧］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「承認待ち一覧」画面で対象の発生記録請求の承認待ちを確認し、［選択］ボタンをクリックします。 

なお、一覧の表示件数が多い場合には、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックすると、承認

待ちの情報を絞り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索条件で請求番号や 
担当者などを指定できます。 

対象の承認待ちを選択します。 
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３．「発生記録（債務者）請求承認待ち」画面で内容を確認してください。 

内容が正しければ、承認パスワードを入力し［承認の実行］ボタンをクリックします。 

※内容に間違いがある場合は、［差戻しの実行］ボタンをクリックし、請求を差戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「発生記録（債務者）請求承認完了」画面が表示されます。 

結果を印刷または保存する場合は、［印刷］ボタンをクリックします。 

※印刷、保存をしない場合は［一覧へ戻る］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認者の「承認パスワー
ド」を入力します。 
必要に応じて、「コメント」
を入力します。 
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５．印刷する場合は［開く］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを印刷してください。 

保存する場合は［保存］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帳票例】発生記録（債務者）請求承認完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
承認結果の通知 

・ 仮登録を行った担当者と承認者へ、承認結果が通知されますので、合わせて確認してくださ

い。 

・ 債権者の窓口金融機関を通じて、債権者へも発生記録が通知されます。 
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本システムからお届出の電子メールアドレスに次のお知らせが届きますので、ログインして通知情報を確

認します。 

●電子メールにお知らせが届くタイミング 

①発生記録請求仮登録時 

②発生記録請求承認時 

③支払期日２営業日前 

●本システムの通知情報一覧に掲載されるタイミングと通知の名称 

①発生記録請求承認時：「発生記録（債務者請求）」 

②支払期日２営業日前：「債務者宛て決済予定通知」 

 

１．トップ画面で、［通知情報一覧］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「通知情報一覧」画面で通知を確認し、［詳細］ボタンをクリックします。 

※検索条件を変更する場合は［検索条件表示］ボタンをクリックして、条件を指定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債務者   Step3 支払   Step2 通知確認   Step1 発生 
 
 

トップ画面の「通知情報一覧」に

は最新の５件が表示されます。 

一度「詳細」ボタンを押した通知

情報は、トップ画面の「通知情報

一覧」には表示されなくなります。 

検索条件で通知の種類などを
指定して、対象の通知を検索で
きます。 

債務者として、ここで確認する通
知の種類は、「発生記録（債務
者請求）」「債務者宛て決済予定
通知」です。 
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３．通知の内容を確認します。 

●発生記録請求承認時：「発生記録（債務者）請求結果詳細」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●支払期日の２営業日前：「決済情報通知情報詳細」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録番号、債権金額、支払期
日、債務者・債権者、支払方法、
電子記録年月日などを確認しま
す。 

決済予定日、債権金額、引落口
座などを確認します。 
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支払期日の当日に、債務者（支払企業）の決済口座から自動引落しされ、債権者（納入企業）の口座へ支

払が完了しますので、支払期日までに資金をご準備ください（支払期日が休日の場合は翌営業日に引落と

されます。） 

※Ｙ社が他社（たとえばＺ社など）に「でんさい」を譲渡していた場合、支払期日の当日に債権金額が自

動的に他社の口座へ入金されます。 

 

            

 

 「でんさい」の支払時の留意事項 

・ 「でんさい」の支払は、支払期日に口座間での自動引落しにより行われます（支払期日が非営

業日の場合は、翌営業日に自動引落しされます）。 

・ 支払は自動で行われるため、画面での操作は必要ありません。必要に応じて、口座の金額をご

確認ください（出金の確認は、本システムではできません）。 

 

 

 

 以上で、債務者の基本取引「でんさい」を発生させる操作の説明は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

 
 

 
 

X 社（債務者） Y 社（債権者） 

当金庫 Y 社の取引先金融機関 

期日に自動送金 

債務者   Step3 支払   Step2 通知確認   Step1 発生 
 
 

支払期日に自動送金 
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9．債権者の基本取引①－「でんさい」を受け取る 

■債権者が行う取引 

債権者（納入企業）は、本システムで「でんさい」の受取が確認できます。 

 

           

 

 

■債権者が行う事務の流れ 

 

 

●発生記録の請求時 ●支払期日 

 

 

（操作は不要です） 

 

御社宛ての発生記録が請求されると、電子メールにお知らせが届きます。ログインして通知情報を確認し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

 
 

 
 

X 社（債務者） Y 社（債権者） 

X 社の取引先 
金融機関 

当金庫 

期日に自動入金 

   Step2 受取 Step1 通知確認 

通知確認 
自動入金 

支払期日に自動入金 
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本システムからお届出の電子メールアドレスに次のお知らせが届きますので、本システムにログインして

通知情報を確認します。 

●電子メールにお知らせが届くタイミング 

債務者（支払企業）が債権者宛ての「でんさい」を発生記録請求した時 

●通知情報一覧に掲載されるタイミングと通知の名称 

発生記録請求日：「発生記録（債務者請求）」 

 

１．トップ画面で、［通知情報一覧］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「通知情報一覧」画面で通知を確認し、［詳細］ボタンをクリックします。 

※検索条件を変更する場合は［検索条件表示］ボタンをクリックして、条件を指定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債権者   Step2 受取   Step1 通知確認 
 
 

トップ画面の「通知情報一覧」に
は最新の 5 件が表示されます。 
一度[詳細]ボタンをクリックした
通知情報は、トップ画面の「通知
情報一覧」には表示されなくなり
ます。 

債権者として、ここで確認する通
知の種類は、「発生記録（債務
者請求）」です。 

検索条件で通知の種類などを
指定して、対象の通知を検索で
きます。 
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３．通知の内容を確認します。 

通知は、５営業日以内に内容を確認するようにしてください。５営業日を経過すると取消ができなく

なります。内容に誤りがある場合、「でんさい」を取り消すことができます。 

 

●発生記録請求日：「発生記録（債務者請求）記録請求通知情報詳細」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払期日に、債権者（納入企業）のお取引口座へ入金されます。 

 

 「でんさい」の支払受取時の留意事項 

・ 「でんさい」の支払は、支払期日に口座間での自動送金により行われます（支払期日が非営業

日の場合は、翌営業日に自動引落しされます）。 

・ 支払は自動で行われるため、画面での操作は必要ありません。必要に応じて、口座の金額をご

確認ください（入金の確認は、本システムではできません）。 

 

 以上で、債権者の基本取引①－「でんさい」を受け取る操作の説明は終了です。 

 

 

 

記録番号、債権金額、支払期
日、債務者・債権者、口座、電子
記録年月日などを確認します。 

債権者   Step2 受取   Step1 通知確認 
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Y 社 
（債権者・譲渡人） 

①譲渡記録 

  の請求 

③譲渡記録 

  の通知 

でんさいネット（電子債権記録機関） 

②譲渡記録の成立 

当金庫 譲受人の取引先 
金融機関 

Z 社 
（債権者・譲受人） 

 
 

 
 

10．債権者の基本取引②－受け取った「でんさい」を譲渡する 

■債権者（譲渡人）が行う取引 

「でんさい」を受け取った債権者・譲渡人（一次納入企業）は、債権者・譲受人（二次納入企業）」に

「でんさい」を譲渡できます。 

債権者・譲渡人（一次納入企業）は、「でんさい」を譲渡する際に、本システムで「でんさい」の譲渡

記録の請求を行います。 

「でんさい」を譲渡する場合は、その「でんさい」を保証していただく取扱いになります。すなわち、

債務者が支払えなかった場合には、「でんさい」を譲渡した譲渡人は債権者・譲受人に対して支払義務

を負うことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■債権者（譲渡人）が行う事務の流れ 

 

 

●譲渡記録の請求 ●譲渡記録の請求時 

 

譲渡記録を請求すると、電子メールにお知らせが届きます。ログインして通知情報を確認してください。 

 

 次ページからは実際の操作方法をご説明します。 

 

 

   Step2 通知確認 Step1 譲渡 

譲渡記録
請求の 
承認 

（承認者） 

譲渡記録
請求の 
仮登録 

（担当者） 

 
通知確認 
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債権者（譲渡人）は、「でんさい」を他社に譲り渡すために、譲渡記録を請求します。 

譲渡記録の請求は、担当者が譲渡内容の仮登録を行い、さらに、承認者が仮登録を承認することで完了し

ます。 

 

■譲渡記録請求の仮登録 

ここでは、担当者が仮登録を行います。 

 

１．トップ画面で、［債権譲渡請求］タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「譲渡記録メニュー」画面で、［登録］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債権者（譲渡人）   Step2 通知確認   Step1 譲渡 
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３．「譲渡記録請求対象債権検索」画面で、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックします。 

譲渡する債権を確認し、［選択］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引に利用する決済口座を選択しま
す。 
本画面から、直接入力することもでき
ます。 

譲渡する「でんさい」を検索するための条件を入力
します。 
● 対象債権の発生記録状態 
● 検索方法選択 
※ 選択した検索方法によって、入力できる項目が

変わります。 
 
【例】 
● 対象債権の発生記録状態：「記録済」を選択しま

す。 
● 検索方法選択：「記録番号による検索」を選択

し、「記録番号」に譲渡する「でんさい」の記録番
号を入力します（記録番号は、「でんさい」を受取
った時の通知に記載されています）。 
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４．「譲渡記録請求仮登録」画面で、譲渡記録の仮登録内容を入力し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリッ

クします。 

 

【例】 

債権者であるでんさい利用企業Ｙ社が「でんさい」の全額を譲渡記録にて請求し、Ｚ社への支払を行

う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
譲渡の設定条件 

・ 支払期日の 2 営業日前になると「でんさい」は譲渡できません。 

 

 
譲渡日を当日にする場合 

・ 譲渡日を操作当日にする場合は、15 時までに承認を行ってください。 

債権情報が表示されます。 

譲渡する内容を入力します。 
●譲渡日（電子記録年月日）：当日または先日付 
●譲渡種別：「全額譲渡」または「一部譲渡」を選択 
※債権の全額を譲渡する場合は、譲渡種別で「全部譲

渡」を選択します（譲渡指定金額の欄は入力できなくな
ります）。 

※債権の一部を譲渡する場合は、譲渡種別で「一部譲
渡」を選択し、「譲渡指定金額（円）」を入力します。 

取引先（譲受人）の情報を入力します。 
●利用者番号（9 桁） 
●金融機関コード（4 桁） 
●支店コード（3 桁） 
●口座種別 
●口座番号（7 桁） 
●取引先登録名（全角 60 文字以内） 
※入力に必要な情報は、事前に取引先から入手しておく

必要があります。 
※ あらかじめ「取引先情報」を登録しておくと、取引先選

択をすることで入力を省略できます。 
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５．「譲渡記録請求仮登録確認」画面で仮登録内容を確認します。 

「内容を確認しました」欄をチェックし、［仮登録の実行］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「譲渡記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

結果を印刷または保存する場合は、［印刷］ボタンをクリックします。 

※印刷、保存をしない場合は［トップへ戻る］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
まだ取引は完了していません 

・ 仮登録が完了すると承認者へ電子メールでお知らせが届きます。承認者は承認を行い、取引

を完了してください。 
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７．印刷する場合は［開く］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを印刷してください。 

保存する場合は［保存］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帳票例】譲渡記録請求仮登録完了 
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■譲渡記録請求の承認 

担当者が仮登録した請求内容を、承認者が承認します。承認することで、実際に譲渡が発生します。 

 承認者がすること 

・ 内容を確認し、正しい場合は請求の承認、間違いがある場合は請求の差戻しを行います。 

・ 承認する際、承認者の承認パスワードの入力が必要となります。 

・ 承認者は、承認時にエラーが発生した場合、請求を差戻す必要があります。 

 

１．トップ画面で、「承認待ち取引件数」を確認し、［承認待ち一覧］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「承認待ち一覧」画面で対象の譲渡記録請求の承認待ちを確認し、［選択］ボタンをクリックします。 

なお、一覧の表示件数が多い場合には、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックすると、承認

待ちの情報を絞り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索条件で請求番号や 
担当者などを指定できます。 

対象の承認待ちを選択します。 
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３．「譲渡記録請求承認待ち」画面で内容を確認してください。 

内容が正しければ、承認パスワードを入力し［承認の実行］ボタンをクリックします。 

※内容に間違いがある場合は、［差戻しの実行］ボタンをクリックし、請求を差戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「譲渡記録請求承認完了」画面が表示されます。 

結果を印刷または保存する場合は、［印刷］ボタンをクリックします。 

※印刷、保存をしない場合は、［一覧へ戻る］ボタンをクリックします。 
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５．印刷する場合は［開く］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを印刷してください。 

保存する場合は［保存］ボタンをクリックし、ＰＤＦデータを保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帳票例】譲渡記録請求承認完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
承認結果の通知 

・ 仮登録を行った担当者と承認者へ、承認結果が通知されますので、合わせて確認してください。 

・ 債権者（譲受人）の窓口金融機関を通じて、債権者（譲受人）へも譲渡記録が通知されます。 
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本システムからお届出の電子メールアドレスに次のお知らせが届きますので、本システムにログインして

通知情報を確認します。 

●電子メールにお知らせが届くタイミング 

①譲渡記録請求仮登録時 

②譲渡記録請求承認時 

●通知情報一覧に掲載されるタイミングと通知の名称 

・譲渡記録請求承認時：「譲渡／分割記録」 

 

１．トップ画面で［通知情報一覧］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「通知情報一覧」画面で通知を検索し、［詳細］ボタンをクリックします。 

※検索条件を変更する場合は［検索条件表示］ボタンをクリックして、条件を指定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  債権者（譲渡人）   Step2 通知確認   Step1 譲渡 
 
 

トップ画面の「通知情報一覧」に
は最新の 5 件が表示されます。 
一度[詳細]ボタンをクリックした
通知情報は、トップ画面の「通知
情報一覧」には表示されなくなり
ます。 

検索条件で通知の種類などを
指定して、対象の通知を検索で
きます。 

債権者（譲渡人）として、ここで
確認する通知の種類は、「譲渡/
分割記録」です。 



                                                                 Ｒ０２Ｋ 36 

３．通知の内容を確認します。 

●譲渡記録請求承認時：「譲渡記録請求結果詳細」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、債権者の基本取引②－受け取った「でんさい」を譲渡する操作の説明は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

記録番号、債権金額、支払期
日、譲受人、保証人、譲渡日な
どを確認します。 
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11．「でんさい」を確認する 

発生させた「でんさい」や、保有している「でんさい」の照会（開示）ができます。 

ここでは、決済口座情報、請求区分のみで検索します。 

【例】 

債務者であるＸ社が発生させた「でんさい」を確認する 

 

１．トップ画面で［債権情報照会］タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

２．「開示メニュー」画面で［債権照会（開示）］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

３．「債権照会（開示）条件入力」画面で、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債権照会に利用する決済口座
を選択します。 
「決済口座情報」（金融機関、支
店コード、口座種別、口座番号）
は必須項目です。 
本画面から、直接入力すること
もできます。 

●請求者区分（立場）（必須）：
債権者、債務者などの立場を
選択します。 

●支払期日：開始から終了まで
の期間を入力します。８桁の
西暦を入力します。入力時に
スラッシュ（/）は不要です。 

 
【例】 
●請求者区分（立場）：「債務
者」を選択します。 
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４．「即時照会結果一覧」画面で、検索結果を確認します。 

債権照会（開示）したい債権情報の表示を確認し、［詳細］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「債権詳細」画面で、検索結果を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、「でんさい」を確認する操作の説明は終了です。 

 


